













































































































と、 「古くは、夕日に照り映えることにはいわない」とある。現代語の「夕ばえ」は、 「夕日の光に照り映える事」を表す語であるが 『補訂版
　
岩波古語辞典』の挙げる用例では






景が白に近い日中に見るよ も、夕方はあたりが暗くなり、背景が黒い中で見る事 り、暗い周りの色と明るい花の色の対比により、日中よりも際だ て見えることにな のろう。
素性法師の「夕かげのやまとなでしこ」にも従来いわれて





































































































































































































































































































































































































































































『古今集』歌の大きな特徴である、縁語や掛詞を駆使した二重文脈を構成した、その典型的な一首である。 「菊―白露―置く―日―消ぬ」の文脈と「聞く―起きて―思ひ―消ぬ」の文脈は、互いに独立的 りつつ、その作り出す像はたくみに重ねられている。短歌の基本ともいうべき景＋心の構造に即して考えると 前者の文脈は景に、後者の文脈は心に対応する。 「菊の花に夜置く露も、昼の陽ざしに消えてしまいそうだ」という前者 の
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で「なでしこ」の花を一人眺めていると辺りは暗くなり虫の鳴き声が聞こえてきた。そして、夕暮れの淡い光の中にそれまでになかった「やまとなでしこ」の ばえ 美を見出した。そしてその花は 撫し子（女性） 」という語からして「女性」の姿をも連想させる。人恋しさの中で、いよ よその美しさが想われてくる。この歌はそのような思 を歌にしたものではないだろうか。今 夕暮れ」であり、逢瀬 始まる時間帯 もある。
つまり、この歌は、単なる秋の風情に彩られた、寂しさを
詠んだ歌ではなく、 「秋」 、 「夕暮れになると鳴き出し秋の風情を高める虫の声」 夕ばえのやまとなで こ 、 「逢瀬 前にして想われ 女性 姿」等、数々の「あはれ」を重ねた歌であり、必ずしも叙景歌として割り切ってしまう事は出来ない歌 ると思われる。
また、この歌は一首の構成としても、上句では「われ み



































　「 「きりぎりす」は、古語辞典などでは今の「こおろぎ」のことであるとされている。確かに、夜に鳴く虫としては「 おろぎ」の方が相応しかろう。しかし逆に今の「きりぎりす」を「こおろぎ」といった用例は見られない。また「きりぎりす」はしば ば歌に詠まれているけれども、 「こ は平安朝の歌には全く詠まれていない点が気にかかる。あるいは歌語・非歌語の相違なのかもしれない。 『万葉集』に九例程見られる「こほろぎ」にしても、古くは きりぎりす」 訓まれていた。しかしどうしても字余り なってしまうので、真淵以降ほろぎ」と訓むようになったらしいのである。 「こほろぎのまちよろこぶる秋の夜をぬるしるしなし枕とわは」 （二二六八番歌）も、初句を「き ぎりす」にすれば本歌の可能性がある。こうしてみ と両者は、同物異名（雅語・俗語？） 考えた方が良いのではないだろうか」 吉海直人『百人一首の新研究―定家 再解釈論―』 ） 。また、柳澤良 「きりぎりす考―虫の文学史 試み 」 （ 『国 と国文学』第七十四巻第十一号）参照。
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２～３対つく。種子は扁平の円形 径２㎜。秋の七草の１つ。別名撫子（ナデシコ）は可憐な花の様子に基づくヤマトナデシコは唐撫子に対し大和撫子」 （牧野富太郎『原色牧野植物大図鑑』 ） 。
注７
　
現在目にする「アサガオ」は、平安時代の初期に唐から日本に入ってきたものとされており、 「万葉時代」の「アサガオ」は、現在の「ヒルガオ」 、 「ムクゲ」 、 「キキョウ」ではないかと考えられている（山田卓三・中嶋信太郎『万葉植物辞典「万葉植物を読む」 』 ） 。
注８
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































にて。今も猶このすぢにまよふをばよにあさましき事になむすめる しか あれどさやうの き しきことのさだめは。その道々にてこそともかくもいひあつかふべき事なれ 歌はすぢことなる事にて。かならず儒佛の教にそむかじとするわざにもあらねば そのしわざの善悪きなどはとかくいふべきに ず。たゞ物のあはれをむねとして。心におもひあまる事はい にくよみいづる道也。
（本居宣長『石上私淑言』 ）

と言う。

（ひろかわ・たつや
　
成城大学大学院博士課程前期）
